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四
分
律
宗

の
な
か
、

相
部
宗
と
東
塔
宗

の
二
派

の
戒
騰
論

に

つ
い
て
、
圓
照

の
奏
文
に
よ
る
と
、

法
礪

は
成
實

に
よ
り
、

懐
素
は
有
部
め

「婆

娑
」

お
よ
び

「
倶
舎
」
に
よ
る
と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
二
派

の
戒
艦
論

の
根
抵

に

つ
い
て

い
つ
た
の
で
あ

ろ
う

が
、
懐
素

の

「
婆
娑
」
「
倶
舎
」
に

よ

る

と

い

う
の
は
、

正
し
く

は
軍

に

「
倶
舎
」

に
よ
る
と
い
う

べ
き

で
、
懐
素

は
戒
艦
を

論

ず
る
の
に
、
專

ら

「
倶
舎
」

を
引
用

し
て
い
る
こ
と
を
み

て
も
明
ら

か
で
あ

る
。

そ
れ
は
、
懐
素

は
玄
斐

に
よ

つ
て

「
倶
舎
」
を
學

ん
だ
結
果

で
あ

る
。

法
礪

の
成
實

に
よ
る
と
い
う

の
は
、
何

に
よ

つ
て
い
る

の
か
明

か
に
し
て

い

な

い
。
相
部
宗

の

「
四
分
律
疏
」

に
も

「
成
實
」

を
引

い
て
論

謹
し
て

い
る
と

こ
ろ
は
見
當
ら
な

い
。
「
四
分
律
疏
」

の
辮
受
髄

の

一
章

に

お

い
て
、

と
く
に

二
戒

の
髄
を
定
め
る

の
に
つ
い
て
、
「
定

二
戒
盤
、

先
依
多
論
並
是

色
法
爲
髄
、

若
解
此
義
可
爲
六
門

」
と

い
つ
て
、
六

門
に
分
け

て
色
法
戒
騰

の
説

を
細
部
に

亘

つ
て
明

か
に
し
て

い
る
。

ま
た
、

三
聚
分
別

に
お

い
て
は
、
「
作
無
作

並
色
法
爲
膿
、

心
及

四

相

不

相

慮
法
是

戒
因
、

故
論

云
、

作
及
無
作
假
色
是

分
別
色
陰
、

又
浬
藥
経

云
、

以
是

無
作

色
因
縁
故
、

故
知
唯
色
、

所
以

然
者
、

良
由
聲
聞
力
劣
但
防
身

口
故
、

獲

戒
之
時

還
從

身

口
獲
無
作
色

以
防
七
支
、

故
作
無
作
並
局
是
色

」
と

い
い
、
さ

ら
に
三
色
分
別
に
お

い
て
は
、

不
可
見
無
髄

の
色
に
属

し
、
法
界

の
撮

で
あ
る

と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
つ
て
み
る
と
、
法
礪
は
む
し
ろ

「薩
婆
多
論
」
に
よ
り
、
戒
髄

は
色
法
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
説
に
よ
つ
て
み
る
か
き

り
、
有
部
に
よ
る
と
云
い
う
る
の
で
あ
る
。

懐
素
の
戒
膿
論
の
色
法
戒
髄
読
に
つ
い
て
は
、
受
戒
健
度
篇
…に
詳
読
し
て
い

る
が
、
い
ま
は
省
略
す
る
。

道
宣
の

「掲
磨
疏
」
に
は
、
戒
髄
諭
に
つ
い
て

「如
昔
光
師
、
依
理
明
盤
、

謂
此
聖
法
能
爲
道
務
、
如
鋤
所
顯
、
齊
末
立
膿
即
受
五
縁
、
由
此
贈
具
ハ便
感
前

法
、
此
則
説
縁
爲
髄
、
河
北
魏
部
、
錐
依
法
敷
正
解
四
分
、
偏
廣
多
宗
、
江
南

晋
師
崇
爾
成
實
、
依
論
出
髄
、
用
通
士
諦
」
と
い
つ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
つ
て
み
る
と
、
恵
光
は
理
を
戒
髄
と
す
る
説
で

「濟
縁
記
」
に
は

「依
理
者
、
言
理
有
二
、

一
者
大
乗
實
理
、
印
常
佳
眞
心
不
生
滅
性
、
二
者
小

乗
樺
理
、
郎
生
室
、
眞
如
生
滅
蓋
庭
、
但
云
依
理
爲
依
何
理
」
と
評
し
て
い
る

が
、
恵
光
の

「四
分
疏
」
そ
の
他
律
に
關
す
る
著
作
が
存
し
な
い
の
で
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

齊
末
の
五
縁
戒
膿
説
は

「濟
縁
記
」
に
よ
れ
ば
、
法
願

の
読
で
あ
る
。
印

ち
、
「茨
齊
末
者
、
師
高
齊
法
願
律
師
、
五
縁
即
能
受
人
等
五
種
総
縁
、
此
五

乃
能
成
之
縁
、
戒
業
是
所
感
之
法
」
と
い
つ
て
い
る
。
河
北
魏
部
と
は
、
そ
の

人
を
指
し
て
い
な
い
が
、
法
数
は

「四
分
」
に
よ
る
が
、
戒
艦
は

「多
論
」
を

引
く
と
し
て
い
る
の
は
、
法
礪
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
江
南
の
晋
師
は
成
實
を
崇

爾
し
と
い
つ
て
い
る
が
、
南
方
は
當
時
專
ら

「十
調
」
が
行
わ
れ
た
に
も
拘
ら

ず
、
そ
の
戒
騰
論
は
主
と
し
て

「成
實
論
」
の
非
色
非
心
法
の
説
が
行
わ
れ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
南
方
に

「成
實
」
が
盛
ん
で
あ
つ
た
結
果
、
こ

れ
に
よ
つ
て
律
の
戒
禮
を
到
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
業
疏
に
よ
る
と
、
南
方
は
成
實
の
研
究
と
十
諦
律
と
が
行
わ
れ
た
た

め
、
「十
諦
」
の
戒
髄
を

「成
實
」
に
よ
つ
て
解
繹
し
、
北
方
は

「阿
毘
曇
心
」
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と

「
四
分
律
」
と
が
盛

ん
で
あ

つ
た
た
め
、

四
分

の
戒
燈
を
有
部

の
義

で
読
く

と
い
う
歌
態

で
あ

つ
た
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

し
か

し
、

こ
れ
は

「
四
分
」

の
戒
髄
は
非
色
非
心
法

で
あ
り
、

十
諦

の
戒
艦

は
色
法

で
あ

る
と

い
う
立
場

か
ら
解
繹
さ
れ

る
の
が
至
當

と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
相
部
、
東

塔
の
二
宗

の
立
場
を
明
確

に
し
た

の
は
後

の
こ
と
で
あ
る
と

し
て

「
後
有
碩
學
」

と

い
つ
て

い
る

が
、

「
濟
縁
記
」

に
は

「
未
知
何
人
、

此

師
即
依
成
實
出
四
分
禮
、

準
多
雑
出
十
諦
膣
、

故
云
通
観
爾
宗
等
」

と
繹
し

て

い
る
が
、

こ
の
師
は
、
道
宣

の
師
智
首

と
考

え
ら
れ
る
。
智
首

は

「
五
部
匿
分

紗
」
を
著

わ
し
、
各

律

の
異
同
を
究
明

し
た
と

い
う

か
ら
、

こ
れ
ら
戒
騰

の
読

も
智
首

に
よ

つ
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
貼
が
多

い
。

四
分
律

の
租
、
曇

無
徳

は
、
成
實

の
著
者
、

詞
梨
蹟

摩
よ
り
も
前
代

の
人

で

あ

る
か
ら
、

「成
實
」
に
よ
り

「
四
分

」
の
戒
盤

を
論

ず
る
と

い
う

こ

と
は
、

決

し
て
當
を
得
た

と
は

い
え
な

い
が
、

と
に
か
く

「
四
分
」

と

「
成
實
」
と

の

間

に
、
理
論
關
係

の
密
接
な

こ
と
を
明
か
に
し
た

の
は
、
智
首

に
よ
る
も

の
と

考

え
ら
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、
道

宣
も

「
四
分
」

の
小
乗
と
し
て
の
立
場
か
ら

戒
髄

を
論

ず
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は

「
成
實
」
に
よ

つ
て
非
色
非
心
法
戒
髄

と
す

べ
き

で
あ
る
と
考

え
て
い
た

こ
と
は
、

智
首

を
繊

承
す
る
立
場

に
お
い
て
は
當

然
と
思

わ
れ
る
。
故

に
業
疏
に

「
此
方
盛
弘
假
實
二
宗
ハ
成
實

所
辮

正
通
四
分

曇
無
徳

宗
、
雑

心
倶
舎
乃
解
十
諦
薩
婆
多
宗

」
と

い
い
、
「
解
無

作

者
、

謂

白

四
所
獲

形
期
業
髄
、

一
成
績
現
経
流
四
心
、

不
籍
縁
辮
、
任

蓮
起
故
、

三
聚
之

中
非
色
心
撮

」
と
も
い
つ
て
、

一
々

「
成
實
」
・の
文
を
引

い
て
こ
れ
を
謹
明
し

て
い
る
。

し
か
る
に
、
道
宣
は

こ
の

「
成
實
」

の
説
は
、

大
乗

に
入

る
べ
き
端

著

で
あ

つ
て
、
成
實

に

一
致
す
る
,
「
四
分
」

の

一
面
に
は
、

分
通
大
乗

の
意

の

あ
る
も
の
で
あ

る
と
み
、

從

つ
て
そ
の
戒
禮
論

も

一
歩
轄
進

し
て
、
大
乗

の
意

を
も

つ
て
こ
れ
を
解
繹
す
る
の
が
、

正
し

い
と
主
張

す
る
の
で
あ

る
。

故

に
、
行
事
砂

に
、
十
諦
と
四
分

と
を
相
封
し

て

「
具
如
薩
婆
多
部
、

戒
本

繁
略
指
髄
不
圓
」

と
い
い

「
今
曇
無
徳
部
、

人
法
有
序
軌
用
多
方

」
と
い
っ
て

い
る
の
で
あ

る
が
、

こ
こ
に
い
う
よ
う
に
色
法
戒
髄
を
斥

け
た
の
で
あ

り
、
大

小

に
通

じ
て
無
擬

な
こ
と
を
讃
揚
し
た
の
で
あ

る
。

さ
ら
に
業
疏

に
も

「
依
成

實
宗
分
作
與
無
作
位
髄
別
者
、

由
此
宗

中
分
通
大
乗
、
業
由

心
起

故
、
勝
前
計
」

と
あ

る
が
、

こ
れ
は
、
十
諦
は
有
部
に
よ
り
作
無
作
共

に
色
法

と

い
う

か
ら
、

こ
れ
に
封

し

「
作
無
作
位
膿
別
」

と
い
つ
た
の
で
あ

り
、

前
計
と
は
十

諦
を
指

す

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、
道
宣
は
、
戒

は
小
乗

と
錐

も
大
乗

の
意

を
も

つ

て
こ
れ
を
解

す

べ
き
も
の
と
し
て
圓
敏
戒
膿

の
説

を
出

し
た
も

の
と

い
わ
れ
て

い
る
も

の
で
あ

る
。
道
宣
め
大
乗
に
基
く
心
法
戒
髄

の
説
は
、

そ

の
根

底
を
法

相

に
お
く

も
の
で
、

こ
れ
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
道

宣
が
玄
突

の
繹
場

に
列
席

し
て
そ
の
説

を
聞

い
た
と
い
う

こ
と
に
因
由

す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
あ
た

か
も
懐
素

が

「倶
舎

」
に
よ
る
戒
禮

の
義
を
立
て
た
と
同

一
の
關
係
に
あ
る
も

の
で
あ

る
。
懐
素

は
、
道
宣

の

「
掲
磨
」
を
評

し
て
、

そ

の

「
僧
掲
磨
」

の
序

に

「
題
云
脳
補
随
機
賜
磨
、

斯
有
近
棄
自
部
之

正
文
、

遠
取
他
宗
之
傍

義
、
教

門
既
其
雑
齪
、
.指

事
屡
有
乖
違
」

と
い
つ
て
い
る
。

大
乗
、

小
乗
を
あ

わ
せ
て

と
り
、

諸
部

を
ま
じ
え
陳

る
も

の
と
批
難
さ
れ

て
も

い
る
が
、

こ
れ
は
道
宣
と

い
う

よ
り
、

北
齋

の
恵
光

が
す

で
に
四
分
を
解

し

て
大
乗

と
な

し
た
と
あ
り
、

そ
の
解
繹

は
、
今

日
傳

え
ら
れ
て
い
な

い
が
、

道
宣

の
師
智
首
も
、

こ
の
よ
う

な
學
風
を
煽
揚

し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

道
宣
と
同
門

の
玄
揮

の

「
毘
尼

討
要
」
を

み
る
と
、
序
分

に

「
今
所
撰
者
、

以
四
分
爲
字
、

若
此
文
不
足
則
用

諸
部
補
闘

」
と

い
い
、
全
篇

四
十
章

の
な
か
に
は
、

そ

の
三
十

二
に
受

菩
薩
戒

章
が
あ
り
、

通
受

の
儀

を
明

か
に
し

て
い
る
。

通
別
二
受
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
り
、

大
乗
、

小
乗

の
二
戒
を
読

く

一
端

と
し

て
み
る

こ
と
も

で
き
る
。

(
紙
敷

の
關
係

で
註
は
省
略
す
る
)
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